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22-1「座敷」（竣工アルバム）

22-2 中座敷東をみる

22-4 中座敷前川文嶺の地袋

22-3 中座敷西面の床

22-5 中座敷次之間の床
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23-1「茶室（残月の間）」（竣工アルバム） 23-2 茶室西をみる

23-3 茶室北西をみる 23-4 茶室北面

23-5 西のステンドグラス（桜） 23-6 東のステンドグラス（紅葉）
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ことができる。

３階　茶室（残月の間）（The Ceremony 

Room）／茶室（十帖）／――／現

長楽庵（写真23-1～6）

中３階の高さに位置する。表千家「残月

亭」の写しである。

南西隅に床を設け、西面に床脇を設け

る。

床は畳敷であるが、壁は土壁とし、西面

に開口部を設けない。

床天井は竹を組んだ格天井とする。床脇

の天井は化粧垂木であるが、残月亭に比べ

て垂木の間隔をあけ、よりシンプルに仕上

げている。

開口部は、北面中央に半円形の窓が開

き、その両側である東西にステンドグラス

の円窓が嵌まる。茶室東側には水屋が付く

が、東のステンドグラスは水屋北面に位置

する。

ステンドグラスのモチーフは西が桜、東

が紅葉である。『建築工芸叢誌』第３冊にこ

のステンドグラスが掲載されており、竣工

時からあることが分かる。

茶室でありながら、数寄屋の要素を強調

させず、一方で半円形の窓やステンドグラ

スを嵌めるなど、洋館である建物のなかに

茶室をうまく組み込ませている。

３階　――／女中和室／――／現物置

平面の北西隅に位置する。大正期の図面

では女中和室とある。その後、一時期は厨

房として利用された。現在は物置となって

いる。間取りは変わらないが、床、壁、天

井など全て後補のものである。

３階　四階客室ヵ／西座敷／――／現休憩

室　及び次の間（写真24-1～3）

平面の南西に位置する。上段之間や、中

座敷、女中和室に対して、階段を３段ほど

設 け て 床 を 高 く す る。 天 井 は 高 さ

2208mmである。竣工アルバムでは、「四

階客室」（写真24-1）があるが、この部屋

に該当する可能性もある。

現在は和室で、東面に床を設ける。西側

には次之間（７帖半）が付く。南面には縁

が付く。大正期の図面と配置がほぼ同じで

あるが、西端にあった押入に変更が見られ

る。

大正期の図面では次之間の北側に浴室と

便所があり、竣工アルバムの「四階浴室」

に該当する可能性があるが、現在は改装さ

れて事務室となっている。

４階　――／物置／――／現物置（写真

25-1～2）

北面中央、茶室の上に位置する。物置が

３室並ぶ。床は畳敷、内壁は板壁を貼り付

け、建具は横桟の引戸を嵌める。物置前の

廊下は後補の絨毯を敷く。廊下上部より、

小屋裏へ上がることができる。

地下　階下室／――／――／現厨房廊下

	 厨房／厨房／――／現厨房（写真

26-1～3）

地下室は、地形上、１階平面の西半分に

作られる。東半分は基礎に当たる。大正期

の図面と比較して、構造上の改変はない。

室内に内壁を設け、新しい設備を入れるな

どして、現在も厨房として活用している。
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24-1「四階客室」（竣工アルバム） 24-2 現休憩室東面

24-3「四階浴室」（竣工アルバム）

25-1 右手に物置が並ぶ 

25-2 物置内部 26-1「厨房」（竣工アルバム）

26-2「階下室」（竣工アルバム）
26-3 地下
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１）	京都府立京都学・歴彩館所蔵
２）	たばこと塩の博物館　青木然氏より御教示頂
く。
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